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の報告 

壬子会百周年記念事業につきましては，『国土を造った土木 ～100 年の功績と将来』，『九州大

学と壬子会 ～土木技術の研鑽とその発展』をキャッチフレーズに，学科百周年の平成 23 年度と

壬子会百周年の平成 24年度を中心として，平成 20年度から多くの事業を実施しました。 

 

 

１．全体スケジュール 

 

 

 

H20 年度 

(2008) 

H21 年度       

(2009) 

H22 年度 

(2010) 

H23 年度 

(2011)  

H24 年度 

(2012) 

H25 年度 

(2013) 

※実行組織 ★準備委員会 ★実行委員会及びＷＧの設置 

○公開講座      ★３回   ★７回    ★５回   

○記念講演会     ★10/23  

○東京セミナー    ★10/2  

○展示施設・植樹   ★オープン★植樹   ★特別展 

○写真・絵画コンテスト       ★コンテスト  

○電子名簿・ＨＰ作成  ★完成    

○祝賀講演会・祝賀会         ★10/12 

○見学ツァー            ★10/13 

○記念誌・ＤＶＤの作成      ★発行 

    九大百周年 壬子会百周年  

 

 

２．実施事業の概要    

 

【公開講座】  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年度 3回実施 延べ約400名参加

H21.11.15 第１回 「パッテンライ」上映 於：都久志会館

H21.11.22 第２回 「中村哲さん講演会」 於：九大医学部　百年講堂

H21.12.20 第３回 「島谷教授講演会」 於：九大西新プラザ

平成22年度 7回実施 延べ645名参加 於：九大西新プラザ

H22.10.11 第１回 「土木の将来と災害」 小松教授，大塚教授　

H22.10.24 第２回 「土木構造物」 日野教授，濱田教授　　　

H22.11.7 第３回 「交通」 園田教授，角教授　

H22.11.14 第４回 「災害」 安福教授，橋本教授　

H22.11.28 第５回 「九州のプロジェクト」
ＪＲ九州(株)今林部長，
博多港ふ頭(株)江頭社長

H22.12.5 第６回 「循環型社会」 ヘマンタ教授，島岡教授　

H22.12.12 第７回 「自然再生と災害」 島谷教授，善教授　

平成23年度 5回実施 延べ658名参加 於：福岡市役所15F講堂

H23.8.21 第１回 「防災技術」 三谷准教授，陳准教授　

H23.8.28 第２回 「地震・津波」 梶田准教授，浅井准教授

H23.9.4 第３回 「廃棄物」 佐川准教授，清野准教授

H23.9.18 第４回 「水環境」 矢野准教授，久場准教授

H23.9.25 第５回 「災害全般」 大枝准教授，塚原教授
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【記念講演会】 

H23.10.23，作家の高嶋哲夫氏より「防災・減災―地震・津波災害等に備えて」の演題で講演

会，於：都久志会館 195 名参加  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京セミナー】 

H23.10.2 関東壬子会主催  於：学士会館 230 名参加 

○第１部 講演会 「社会の中の科学技術」毎日新聞社 元村有希子氏 

○第２部 パネルディスカッション 「我が国の今後の発展とこれを支える技術者像」 

・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  松井正樹氏(セミナー実行委員長) 

・パネリスト 池上正春氏(国交省)，小山文男氏(大成建設(株)），樋口明彦氏(九大准教授)， 

岡峰奈津美氏((株)建設技術研究所)，田邊将一氏(学生代表)，松原ゆうか氏(学生代表) 

○第３部 記念祝賀会 兼学生見学会歓迎会 

 

 

■ 中村哲氏講演              

 

 

■ 高嶋哲夫氏講演 

 

 

 

 

■ 島谷教授講演 
 

 

 

■ 三谷准教授講演 

 

■ 浅井准教授講演 

 

■ 会場の様子 

 

■ 会場の様子 

 

■ 江頭社長講演 
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【展示施設】  

元岡キャンパス内の３箇所(ウエスト２号館玄関，３Ｆ，９Ｆ図書室内)に展示施設を H22 年度

にオープン．平成 24 年 10 月から以下を 9F で展示中 

○全卒業生・修了生の銘板  ○水野先生特設展  ○写真及び絵画スケッチコンテストの

入賞作品 

○60 インチモニターを導入し DVD 視聴可能(工事記録等の DVD を募集中) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記念植樹】 

H23.3.9 植樹祭を実施．ウエスト２号館前にクロマツ 13 本植樹と記念碑設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ９Ｆ図書室内 

■ W2 号玄関展示 

 

■ 元村有希子氏講演 

 

■ パネルディスカッション 

 

■ 祝賀会の様子 

■ 植樹の様子 

 
■ 植樹完了 

 

■ 植樹記念碑 

 

■ 卒業生・修了生銘板 

 



 4 

 

【写真・絵画スケッチコンテスト】 

［テーマ］ 写真： 土木構造物が入っている風景   絵画： みんなが好きな川・道・橋  

［応募状況］写真：322 点(全国各地から応募)，    絵画：53 点（福岡市内小学生から応募）  

［表彰式］ 専門の先生等の審査で大賞・次点を決定、H23.10.23 都久志会館で表彰式を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電子名簿，ＨＰ作成】 H20～H21、H25 に電子名簿を一部更新 

 

【祝賀講演会】 H24.10.12  於：西鉄グランドホテル 

 14:00～17:30 パネルディスカッション(第１部，第２部)，18:00～祝賀会 400 名強参加 

第１部「近年の災害と復旧、今後の国土づくり・地域づくり」 

 基調報告   越智繁雄氏（国交省） 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  善功企氏（九州大学） 

パネリスト 井上隆治氏（福岡市），戸田和彦氏（国交省），髙吉晋吾氏（農水省）, 

池上正春氏（国交省），越智繁雄氏（国交省） 

第２部「今度の土木分野が目指す社会的役割 民間経営者の視点から」  

 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  日野伸一氏（九州大学） 

パネリスト 増永修平氏（鹿島建設(株)），小野俊雄氏（(株)間組），溝辺哲氏（西日本プ

ラント工業(株)），井手和雄氏（清水建設(株)），山口宣男氏（日本道路(株)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 受賞写真の展示(式場) 

 

■ 受賞写真の展示(式場) 

 

 

■ 受賞者の皆さん 

 

■ パネルディスカッションの会場風景  ■ 越智繁雄氏講演 
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【祝賀会】 H24.10.12  18:00～20:30 於：西鉄グランドホテル 

  参加人数 423 名（一般会員 395 名、学生会員 28 名） 

・開会の辞(江頭実行委員長) ・壬子会会長挨拶 ・来賓紹介 

・来賓祝辞（松尾九経連会長、落合九大副学長） ・ビデオメッセージ(若田光一氏) 

・鏡開き(22 人の代表による)  ・乾杯 

             ～ 祝  宴 ～      

  ・記念誌掲載画像のスライド紹介 ・海外駐在員からのメッセージ ・「松原に」斉唱  

  ・万歳三唱  ・閉会の辞（坂田副委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 祝賀会冒頭の会場 

 

■ 第１部のパネリストの皆さん 

 

■ 第２部のパネリストの皆さん 

 

■ 万歳三唱に先立って 

 

■ 鏡割り 

 

■ 祝宴の様子 

 

■ 祝宴の様子 
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【見学ツアー】 H24.10.13 元岡キャンパスの見学 40 名強参加 

 

 

 

 

【記念誌・ＤＶＤの作成】 

 H25 年 7 月に発刊予定，寄付金有りの会員は無料，寄付金無しの会員は 5000 円で配布 

    ○記念誌の内容（B5版約 600 頁） 

   ・会員の寄稿(約 100 名分)  ・百周年事業報告  ・壬子会のあゆみ 

○DVD の内容 …記念誌内容に加え下記を収録  

   ・過去の記念誌及び写真集 ・百周年写真集 ・プロジェクト写真 ・研究室の現況 など 

 

 

３．事業実施の体制  

○壬子会百周年記念事業実行委員会（H20.5 設立) のもとに事業を実施 

・委員長江頭氏(s46),大野参与(s43),善参与(s45)、委員２０名、事務局６名 

○委員会に７つのＷＧを設置して各事業を具体化（ＷＧメンバーの総員８８名） 

 

 

４．予算・決算 

（１）予算(収入の部) 

 ○２５００万円を寄付金目標額とし、会員に主として平成２０年度より３カ年で１万５千円

(３口)以上の寄付をお願いした結果、会員２００９名及び４団体(会員で構成)より集まっ

た寄付金総額は２８９８万７０２３円余。 

○百周年準備金として、事業実施に先立ち平成２０年度に壬子会費より２８０万４４４０円

を繰り入れ。 

○その他収入として、大学より公開講座費補助金及び祝賀会会費等で３１９万３３０８円。 

○以上、収入合計は３４９８万４７７１円。 

 

（２）決算(支出の部、但し２５年度は予定) 

  ○平成２０年度より事業を開始し、各事業の実施に要した事業費として２４年度までの決算

額は２２１１万４３６６円。 

  ○平成２５年度は、記念誌・ＤＶＤ作成費及び発送費等で約８１３万円の支出を予定。 

  ○以上、支出合計は約３０２４万円を予定。 

   

（３）残金の取扱い 

  ○収入合計から支出合計を差し引いた約４７４万円については、平成２５年度に壬子会費へ

繰入れを行う。 

 

 

 

■ 箱崎キャンパス正門にて ■ 伊都キャンパスにて 

 

■ 銘板前にて：自分の名はどこ？  
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（単位　円）

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５予定
9,911,000 8,649,210 7,693,413 2,563,400 170,000 28,987,023

80,000 80,000 80,000 80,000 320,000
3,731 2,148 2,995 2,976 2,458 14,308

2,804,440 2,804,440
2,859,000 2,859,000

10,676,491 16,713,514 22,047,417 18,780,614 12,870,405
12,719,171 19,407,849 24,489,922 24,693,793 21,892,072 12,870,405 34,984,771

　　○実施事業を各ＷＧに割り振り、収入の範囲内で予算を執行した。

（単位　円）

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５(予定)

広報費 858,760
印刷・通信費等 644,495
＜小計＞ 0 0 0 858,760 644,495 0 1,503,255

印刷費等 14,000 18,000
＜小計＞ 0 14,000 18,000 0 0 0 32,000

会場費、印刷費等 898,050 483,575 3,367,417
＜小計＞ 0 898,050 483,575 3,367,417 0 0 4,749,042

展示室経費 225,955 299,814
植樹費 700,525
コンテスト展示・表彰金等 1,654,192
＜小計＞ 0 0 926,480 1,654,192 299,814 0 2,880,486

電子名簿、ＨＰ作成費 1,100,840 1,750,960 420,525
＜小計＞ 1,100,840 1,750,960 0 0 0 420,525 3,272,325

記念誌作成費 32,810 4,187,250
写真集作成費 2,323,500
通信費等 14,000 13,400 136,324
＜小計＞ 0 14,000 13,400 32,810 136,324 6,510,750 6,707,284

祝賀会会場費等 4,674,842
祝賀講演会経費 1,291,205
見学会経費 303,862
＜小計＞ 0 0 0 0 6,269,909 0 6,269,909

記念講演会 1,001,050
＜小計＞ 0 0 1,001,050 0 0 0 1,001,050

寄付金依頼文書発送費等 941,840 17,325
名簿プレート作成費 1,500,525
記念誌発送費 1,200,000
印刷費等 170,600
＜小計＞ 941,840 17,325 0 0 1,671,125 1,200,000 3,830,290

2,042,680 2,694,335 2,442,505 5,913,179 9,021,667 8,131,275 30,245,641

（収入総計） （支出総計） （単位　円）

34,984,771 － 30,245,641 ＝ 4,739,130

[収入の部]

　費目
収　入

繰越金

収入合計①

合　計

寄付金

公開講座費補助金

受取利息

百周年準備金（壬子会費より繰入）

祝賀会会費

【講演会・公開講座ＷＧ】

【展示・コンテストＷＧ】

16,713,514 22,047,417 18,780,614
（収入合計①－支出合計②）

【電子名簿ＷＧ】

【記念誌ＷＧ】

[支出の部]

　費目
支　出

小　計

【総務・広報ＷＧ】

【会計監査ＷＧ】

最終予算残（予定）　：

【祝賀会・見学会ＷＧ】

【関東壬子会】

【その他】

支出合計②

※次年度繰越金
10,676,491 12,870,405

 

 

 


